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本庄市役所本庁舎本庄市役所本庁舎本庄市役所本庁舎
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462

462
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■位置（市役所本庁舎）
　　東経：139度11分25秒
　　北緯：36度14分36秒
■広ぼう
　　東西17.2㎞　南北17.3㎞
■海抜
　　最高593.6ｍ（横

よこ

隈
がい

山
さん

）
　　最低38.0ｍ
■面積
　　89.71㎢

４
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本
庄
市
は
県
内
有
数
の
大
規
模

な
原
始
・
古
代
遺
跡
の
分
布
地
域

で
、
奈
良
時
代
前
後
に
は
児
玉
郡

が
設
置
さ
れ
、後
に
は
児
玉
庄(

荘

園)

が
経
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

古
代
末
に
な
る
と
、
武
蔵
七
党

武
士
団
の
一
つ
児
玉
党
が
児
玉
氏

に
よ
っ
て
勃ぼ
っ

興
し
ま
す
。
そ
の
後
、

氏う
じ

名な

は
児
玉
庄
氏
か
ら
庄
氏
を
経

て
、
や
が
て
宗
家
（
本
家
）
は
本

庄
氏
を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
本
拠
は
、
現
在
の
本
庄
早
稲

田
駅
の
東
方
一
帯
で
、
今
で
も
字

東
本
庄
の
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

児
玉
地
区
で
は
、
戦
国
時
代
に

山
内
上
杉
が
雉
岡
城
を
築
城
し
た

と
言
わ
れ
、
後
に
城
下
に
営
ま
れ

た
家
臣
団
を
中
心
と
す
る
町
屋
が

町
の
興
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
庄
地
区
で
は
、
弘
治
２ (

１

５
５
６)

年
に
、
本
庄
宮く

内な
い

少
し
ょ
う

輔ゆ
う

実さ
ね

忠た
だ

が
、
現
在
の
市
役
所
周
辺
に
本

拠
を
移
し
、
本
庄
城
を
築
き
ま
し

た
。
城
下
に
は
本
庄
村
が
で
き
、

江
戸
時
代
に
な
る
と
中
山
道
の
整

備
と
と
も
に
、「
本
庄
宿
」
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
天
保
14
（
１
８

４
３
）
年
に
は
人
口
４
，５
５
４

人
、
１
，２
１
２
軒
を
数
え
る
中

山
道
最
大
の
宿
場
町
に
発
展
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
明
治
の
近
代
化
と

と
も
に
、
養
蚕
の
町
と
し
て
発
展

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
、
町

村
制
の
施
行
に
よ
り
本
庄
地
区

で
は
本
庄
宿
が
「
本
庄
町
」
と
な

り
、
児
玉
地
区
で
も
２
町
が
合
併

し
、「
児
玉
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
両
町
周
辺
の
村
々
も
合
併

し
て
新
た
な
村
が
で
き
ま
し
た
。

　

昭
和
29
年
７
月
１
日
、
本
庄
町

と
周
辺
４
村
が
合
併
し「
本
庄
市
」

と
な
り
、
さ
ら
に
、
昭
和
30
年
３

月
20
日
に
は
児
玉
町
と
周
辺
３
村

が
合
併
し
「
児
玉
町
」
の
範
囲
が

拡
大
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

32
年
７
月
18
日
に
両
地
区
の
間
に

あ
る
共
和
村
が
分
村
し
て
、
両
市

町
へ
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
50
年
前
後
を
経
た
現

在
、
全
国
で
平
成
の
大
合
併
が
進

め
ら
れ
、
旧
本
庄
市
と
旧
児
玉
町

も
平
成
18
年
１
月
10
日
に
合
併
し
、

新
「
本
庄
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

 

本
庄
市
の
こ
れ
か
ら

本
庄
市
の
こ
れ
か
ら

　

新
「
本
庄
市
」
は
、
近
年
飛
躍

的
に
向
上
し
た
交
通
の
便
や
誇
れ

る
伝
統
・
文
化
、
優
良
な
農
産
物
、

水
と
緑
な
ど
豊
か
な
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
本
庄
早
稲

田
駅
を
中
心
と
す
る
本
庄
新
都
心

土
地
区
画
整
理
事
業
や
早
稲
田
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
地
区
整
備
と
連
携

し
、
ま
す
ま
す
発
展
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。 

本庄まつり

本庄早稲田駅

間瀬湖

塙保己一

平成18年１月10日現在

人　口 世帯数 面 積 人口密度

新本庄市 82,649人 31,079世帯 89.71㎢ 921.3人/㎢

旧本庄市 60,919人 23,591世帯 36.72㎢ 1,659.0人/㎢

旧児玉町 21,730人 7,488世帯 52.99㎢ 410.1人/㎢

２
つ
の
市
と
町
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
誕
生
し
た

新
「
本
庄
市
」
は
ど
ん
な
ま
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
。

あ
ら
た
め
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。



０ 平成18年2月1日号５

　

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
実
行
委
員

会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
が
１
月
９

日
夕
方
か
ら
合
併
当
日
の
午
前

０
時
過
ぎ
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
の
い
ま
い
台
南
公
園

に
は
、
厳
し
い
寒
さ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、大
勢
の
人
が
集
ま
り
、

バ
ン
ド
演
奏
や
だ
ん
べ
え
踊
り

な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

新
市
の
議
会
で
同
意
を
得
て
新

た
な
委
員
が
選
任
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
左
記
の
と
お
り
各
行
政
委
員

が
暫
定
的
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

◆
教
育
委
員
会
委
員

委
員
長　

中
原　

秀
夫

（
中
央
１
丁
目)

委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　

小
高　

輝
雄

（
児
玉
町
河
内
）

委　

員　

雉
岡　

茂
（
児
玉
町
児
玉
）

委　

員　

小
暮　

一
弘

（
東
台
２
丁
目
）

教
育
長　

福
島　

巖
（
小
島
６
丁
目
）

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

委
員
長　

金
井　

貞
一（
宮
戸
）

　

委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　

小
賀
野　

妙
治

（
児
玉
町
下
浅
見
）

　

委　

員　

中
村　

十
一（
田
中
）

　

委　

員　

飯
島　

祐
三

　
　
　
　
　
（
児
玉
町
長
沖
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

委
員
長　

八
髙　

茂
夫

　
　
　
　
　
（
中
央
３
丁
目
）

　

委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　

高
橋　

二
三

（
児
玉
町
蛭
川
）

　

委　

員　

鹿
田　

宏
二（
新
井
）

新
市
の
暫
定
の
行
政
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

新
市
の
暫
定
の
行
政
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

合
併
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

市民の皆さんから、合併によって誕生した新市
へのメッセージを寄せていただきました。

WWWWWWWWWWWWW

■
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
近
い
将
来
、
児
玉
郡
市
全
体

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。（
千
代
田
１
丁
目
・
70
代
男
性
）

■
新
市
に
は
文
化
活
動
に
力
を
入

れ
て
、
活
気
の
あ
る
街
づ
く
り
を

期
待
し
ま
す
。（
児
玉
町
八
幡
山
・

30
代
女
性
）

■
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
確
立

し
て
ほ
し
い
。
旧
本
庄
市
だ
け
で

な
く
、
新
市
全
体
の
農
業
が
元
気

に
な
る
よ
う
な
政
策
を
期
待
し
て

い
ま
す
。（
堀
田
・
40
代
男
性
）

■
児
玉
町
が
な
く
な
っ
て
寂
し
い

と
思
う
け
ど
、
今
の
と
こ
ろ
変
わ

っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
で
す
ね
。
新

し
い
市
長
や
議
員
さ
ん
に
は
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
。（
児
玉
町
児
玉
・

60
代
男
性
）

■
合
併
し
て
も
税
金
な
ど
の
負
担

が
高
く
な
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
し
て
ほ
し
い
で
す
。（
小
島
２

丁
目
・
60
代
女
性
）

■
子
供
と
楽
し
く
遊
べ
る
場
所
を

作
っ
た
り
、
子
供
の
安
全
に
注
意

し
て
く
れ
る
よ
う
に
登
下
校
の
時

に
は
見
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
児
玉
町
小
平
・
30
代
男
性
）

■
旧
本
庄
市
に
は
、
あ
ま
り
有
名

な
人
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
塙

保
己
一
の
出
身
地
と
し
て
、
今
ま

で
以
上
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
こ
と
は
良

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。（
日
の

出
１
丁
目
・
20
代
女
性
）

■
若
い
人
が
就
農
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
！
旧
児
玉
町
の
若
手
農

家
と
情
報
交
換
で
き
る
の
が
楽
し

み
で
す
。（
仁
手
・
20
代
男
性
）

■（
児
玉
町
役
場
が
）
総
合
支
所

に
な
っ
て
も
、
合
併
前
と
変
わ
ら

な
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
お
願
い
し

ま
す
。（
児
玉
町
金
屋
・
50
代
女
性
）

■
自
転
車
で
も
行
け
る
よ
う
な
場

所
に
、
映
画
館
や
大
き
な
デ
パ
ー

ト
な
ど
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。（
北
堀
・
10
代
男
性
）

■
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
本
庄
早

稲
田
駅
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

企
業
や
工
場
を
誘
致
し
て
ほ
し
い
。

（
児
玉
町
吉
田
林
・
50
代
男
性
）

■
誰
に
で
も
分
け
隔
て
な
く
、
や

さ
し
い
心
配
り
の
で
き
る
街
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。（
若
泉

２
丁
目
・
40
代
女
性
）

■「
本
庄
市
」
に
な
っ
た
実
感
が

な
い
の
で
、
何
か
本
庄
市
っ
ぽ
い

こ
と
を
し
て
ほ
し
い
。
た
と
え
ば

豪
勢
な
お
祭
り
を
や
る
と
か･･･

。

（
児
玉
町
児
玉
・
10
代
女
性
）

■
交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
い
と
こ
ろ

な
の
で
、
合
併
で
新
た
に
増
え
た

観
光
資
源
や
特
産
物
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。（
都

島
・
30
代
女
性
）

■
児
玉
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
い

い
と
こ
ろ
な
の
で
、
旧
本
庄
市
の

人
に
も
見
に
来
て
も
ら
い
た
い
で

す
。（
児
玉
町
高
柳
・
20
代
男
性
）


